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2016年～2017年度　国際ロータリーのテーマ

ネクストロータリー 土浦ブランド  ～ 土浦ロータリークラブの伝統を次代に… ～
2016～17年度 土浦ロータリークラブ　第59期　クラブテーマ

色川三郎兵衛　色川三郎兵衛は、私財をなげうって土浦の町を洪水から
守った人です。霞ヶ浦の水が、土浦の町に逆流するのを防ぐために常磐
線の線路を堤防にしたり、川口川・田町川の河口に水門を設置したりし
ました。

制作：土浦市子ども会育成連合会
協力：土浦市・土浦市教育委員会

水戸街道　水戸街道とは、江戸時代に江戸と水戸を結んだ道のことで、
沢山の旅人がこの道を通って旅をしました。街頭の途中には、旅人たち
が泊まる宿場が作られ、土浦市内では中貫・土浦・荒川沖の三つの宿場
がありました。

土浦城　土浦城は、水に浮かぶカメのように見えるので「亀城」とも呼
ばれています。最初に城が建てられたのは、室町時代頃と言われていま
す。江戸時代には、土屋氏などが城主となって土浦を治めました。
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第59期　事業方針 発表

前 週 の 例 会 報 告

会員増強委員会
委員長　　　大槻 利夫
委　員　　　副委員長：中川喜久治　　安藤真理子　　沼尻 正信　　關本 淳一　　廣瀬　太

        　　　　　　佐藤ぱうろ
事業計画
「会員増強と退会防止」の目標達成の為に関係委員会及び会員の協力のもと純増3％の増強に努めて
活動します。

１．創立59年の歴史と奉仕活動実績を誇る土浦ＲＣ委員として、相応しい資質、人格、責任感、実行力に優れた新
入会員５名以上の達成に努めます。

２．上記条件に相応しい会員候補者の情報提供を、当クラブ会員にお願いし、面接の上、土浦ＲＣの目指す奉仕活
動へ参加する意思理解を得た後、例会見学等に招待する。

３．会員増強の重要性、特に土浦ＲＣ組織運営上（資金）の重要性を、全会員に理解・認識してもらうための試みを
行う。

４．次年度第60期小原会長年度とも蜜に連携し、会員増強計画の実現を図る。

ロータリー情報委員会
委員長　　　竹中 廣夫
委　員　　　副委員長：髙木 博昭　　坂本 史郎　　岩瀬 市朗
事業計画
RIテーマ「人類に奉仕するロータリー」に沿い、新会員にロータリアンとしての矜持と自覚を身に付
けられる様お手伝いをする。

１．新会員に、ロータリー会員としての責務及び奉仕活動に関する基礎知識を説明するためのオリエンテーショ
ンを入会時に実施する。

２．入会3年未満の会員に各種委員会による奉仕活動や、ロータリー情報を提供し、合わせて理事・役員並びに会
員との親睦を図るための「スタープログラム」を開催する。

親睦活動委員会
委員長　　　磯　　充
委　員　　　副委員長：藤田 雪絵　　泉　安理　　市口 義正　　大森 昌広　　三輪谷博史
　　　　　　原田 博夫　　金澤 幸江　　鈴木　亮　　高島 一徳　　相藤 晃一
事業方針
　会員間の知り合いと友誼を増進し、用意されたレクリエーション及び社交的諸活動への参加を会
員に奨励し、本クラブの一般目的の遂行上、会長または理事会が課する任務を果たすものとする。

事業計画
１．例会
　①来訪者、会員の出迎えを行う　②来訪者の紹介を行う
　③ゲスト卓話者に対して、幹事、SAA及びプログラム委員会と協力し歓迎する
　④誕生祝、結婚記念祝及び入会祝を行う
２．各種懇談会
　①親睦家族懇親会、クラブ内各種行事の企画開催　②各種同好会活動への協力
　③地区、分区行事、近隣ロータリー行事等への参加協力　④その他、会員相互の親睦のための様々な企画の検討
３．具体的活動
　①誕生日記念祝(会員・配偶者)　②結婚記念日祝　③入会記念日祝　④ガバナー公式訪問歓迎家族懇親会
　⑤家族懇親会　⑥年男・女　1月第1例会　⑦その他

プログラム委員会
委員長　　　河合　隆
委　員　　　副委員長：堀越 恒夫
事業計画
１．会長方針の例会形態・内容の刷新に適う卓話を基本に計画する。

２．ロータリー特別月間には第２例会を当て、各委員会で卓話を企画してもらう。
３．第１例会は会長卓話、誕生祝及びロータリーの友の紹介をメーンにする。
４．結婚祝いは第２例会日とする。
５．夜の例会は時季に適った卓話を計画する。
６．毎週報に次回例会予定プログラムを掲載する。
７．新会員を含め会員の卓話の機会を多くする。

委員長所見
当委員会は基本的に例会卓話の充実を図ることにつきます。そのため、
①会員同士が一層知り合えること
②ロータリーを理解させるもの
③広く各業界や地域社会を知り、奉仕活動の資料となりえるものなど、ロータリーの目標である親睦と奉仕を促進
させる卓話が奨励されています。
　このためには外来者の講師より会員の卓話の方が効果的です。よって、各委員会毎に最低年１回は卓話をお願い
したいと思っています。内容は、委員会の活動・解説、各委員の職業、趣味、経験談等があろうかと思います。（ロータ
リー入門書抜粋）
　以上を念頭に充実したプログラムを企画していきたいと思います。

クラブ会報委員会
委員長　　　菊池 信子
委　員　　　副委員長：井坂 圭一　　大内 美幸
事業方針
　土浦ロータリークラブの活動記録として、正確・読みやすい週報を発行する。
　会長計画にもあるように全体の刷新を掲げております。会報は小倉会長自ら１ページ目に手を加
えイメージを変えました。かるたは土浦市に関係する土浦市子ども会育成連合会が制作したものを
使用しました。

事業計画
１．各委員会との協力をいただき、原稿依頼・事業計画・活動・報告の掲載
２．卓話の内容、趣旨が写真だけではわかりにくかったところをもう少し工夫する。
３．写真・イラスト等の利用で土浦ロータリークラブらしい和やかな雰囲気と同時に活発な活動を伝える。

雑誌・広報委員会
委員長　　　富田 裕一
委　員　　　副委員長：久恒 浩史　　平島 隆之（Cico）
事業計画
１．情報の宝庫であるRI指定雑誌「ロータリーの友」の内容を毎月、発効日以降直近例会で紹介し、
ロータリーの理解を更に高める。

２．会員企業の中の　新聞・テレビ放送の紙面、番組においてロータリーに関する情報を公開し、一
般の人々への理解と支援を促し、公共イメージを高める。又地域の記者クラブを有効に活用す
る。

３．会員増強委員会と協力し　前述2を通じて新入会員勧誘促進に寄与する。
４．クラブホームページの更なる充実を図る。

委員長所見
　「ロータリーの友」を通じて会員の皆様にロータリークラブの情報をお伝えし、日本国内及び諸外国のロータリーの
現状や魅力を認識頂きたい。
　また、ロータリーの情報を対外に発信し、市民の皆様にもロータリークラブをより理解していただくように努め、認
知度の向上を行いたい。

国際奉仕委員会
委員長　　　中島　賢一
委　員　　　副委員長：廣瀬 昭雄　　菊池 信子　　高橋 宏成　　高島 一徳
事業計画
　本年度は、国際奉仕事業の活動そのものより、来年度以降の土浦R.C.独自の国際奉仕活動のベース
を構築することに重点を置きたいと考えました。

１．土浦RC独自の国際奉仕を行うにあたり、国際的な情報の共有、呼びかけを行う発信ツールの開発費用。
２．台湾陽明クラブへの訪台団の持参土産代、その他予期せぬ寄付代など。
委員長所見
　私は、国際奉仕活動を行う上で、まず国際的なコネクションを持つことが必要だと考えました。

　そこで、土浦ロータリークラブによる国際的な情報共有、発信ツールとしてインターネットホームページに
世界中のロータリアンが自由に発言できるフォーラムを立ち上げます。

　たくさんのクラブが利用すれば、さらに情報の価値も引き上がり、価値がある奉仕活動へと繋がっていく可
能性があると信じています。

　構想を練っていく中で、色々な課題や運営上の問題点などを洗い出し解決していく時間も必要です。
　デザインやコンテンツの作成でプロの力を借りることも必要です。
　来年からの本運用に向けて、本年度はその準備に時間とお金をかけたいと考えています。
　可能であれば私自身 複数年にわたり、この事業に関わっていきたいと考えています。
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　たくさんのクラブが利用すれば、さらに情報の価値も引き上がり、価値がある奉仕活動へと繋がっていく可
能性があると信じています。

　構想を練っていく中で、色々な課題や運営上の問題点などを洗い出し解決していく時間も必要です。
　デザインやコンテンツの作成でプロの力を借りることも必要です。
　来年からの本運用に向けて、本年度はその準備に時間とお金をかけたいと考えています。
　可能であれば私自身 複数年にわたり、この事業に関わっていきたいと考えています。

（次ページへつづく）
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出 席 報 告出 席 報 告

例 会 予 告例 会 予 告

○小倉会長～歴代会長・幹事会におきましては歴代
会長、歴代幹事の皆様より大変貴重なご教示を頂
きましてありがとうございました。
○竹内幹事～本日は、クラブ協議会お疲れ様でし
た。
☆大内君～一ヶ月間、ご心配、ご迷惑をおかけしま
した。改めて今月からまた宜しくお願い致しま
す。
◎大槻君～小倉会長、竹内幹事さんスタートおめで
とうございます。今年度会員増強委員長です。皆
様のご協力をお願い致します。
◎河合君～プログラム委員会一年間よろしくお願い
致します。
◎鈴木(實)君～職業分類・会員選考委員会委員長に
なりました。宜しくお願いします。
◎竹中君～ロータリー情報委員会、今年一年よろし
くお願い致します。
◎平島君～新年度第1回目の例会欠席、すみません
でした。小倉年度の船出をお祝いいたします。

※鶴田君～夏休みの準備で大変です。理由はいろい
ろです。

※中島君～甲子園大会では思わず大回転。そして
ホームベースを踏むことが出来ました。
㊕前年度親睦委員会～前年懇親会などの会費の残金
です。
◎誕生祝～中島 和見様、廣瀬 江都子様
◎結婚記念祝～安藤君、鈴木(亮)君
◎入会記念祝～岩瀬君、菊池君、菊地君、久恒君

7月 28日 １年長期交換留学生「帰国報告」
廣瀬真緒さん

 4日 会長挨拶、卓話「会員増強月間に因んで」、
  誕生祝、「ロータリーの友」紹介

会　員 欠　席 出　席 免除・欠席 出席率
57名 22名 35名 3名 64.81％

幹事報告 メークアップメークアップ

結婚記念祝（7月）

入会記念祝（7月）

小網、菊池（7/9　ロータリー財団研究会）
菊池、竹中、富田（7/10　クラブ奉仕研究会）
菊池（7/13　土浦中央ＲＣ・ガバナー公式訪問

 事前打ち合わせ）
菊池、小倉、竹内、井坂、磯、岩瀬、円城寺、
關本、竹中、中島、平島、藤田、堀越
（7/15　分区ゴルフ実行委員会）

会員増強委員会
委員長　　　大槻 利夫
委　員　　　副委員長：中川喜久治　　安藤真理子　　沼尻 正信　　關本 淳一　　廣瀬　太
　　　　　　佐藤ぱうろ
事業計画
「会員増強と退会防止」の目標達成の為に関係委員会及び会員の協力のもと純増3％の増強に努めて
活動します。

１．創立59年の歴史と奉仕活動実績を誇る土浦ＲＣ委員として、相応しい資質、人格、責任感、実行力に優れた新
入会員５名以上の達成に努めます。

２．上記条件に相応しい会員候補者の情報提供を、当クラブ会員にお願いし、面接の上、土浦ＲＣの目指す奉仕活
動へ参加する意思理解を得た後、例会見学等に招待する。

３．会員増強の重要性、特に土浦ＲＣ組織運営上（資金）の重要性を、全会員に理解・認識してもらうための試みを
行う。

４．次年度第60期小原会長年度とも蜜に連携し、会員増強計画の実現を図る。

ロータリー情報委員会
委員長　　　竹中 廣夫
委　員　　　副委員長：髙木 博昭　　坂本 史郎　　岩瀬 市朗
事業計画
RIテーマ「人類に奉仕するロータリー」に沿い、新会員にロータリアンとしての矜持と自覚を身に付
けられる様お手伝いをする。

１．新会員に、ロータリー会員としての責務及び奉仕活動に関する基礎知識を説明するためのオリエンテーショ
ンを入会時に実施する。

２．入会3年未満の会員に各種委員会による奉仕活動や、ロータリー情報を提供し、合わせて理事・役員並びに会
員との親睦を図るための「スタープログラム」を開催する。

親睦活動委員会
委員長　　　磯　　充
委　員　　　副委員長：藤田 雪絵　　泉　安理　　市口 義正　　大森 昌広　　三輪谷博史
　　　　　　原田 博夫　　金澤 幸江　　鈴木　亮　　高島 一徳　　相藤 晃一
事業方針
会員間の知り合いと友誼を増進し、用意されたレクリエーション及び社交的諸活動への参加を会
員に奨励し、本クラブの一般目的の遂行上、会長または理事会が課する任務を果たすものとする。

事業計画
１．例会
　①来訪者、会員の出迎えを行う　②来訪者の紹介を行う
　③ゲスト卓話者に対して、幹事、SAA及びプログラム委員会と協力し歓迎する
　④誕生祝、結婚記念祝及び入会祝を行う
２．各種懇談会
　①親睦家族懇親会、クラブ内各種行事の企画開催　②各種同好会活動への協力
　③地区、分区行事、近隣ロータリー行事等への参加協力　④その他、会員相互の親睦のための様々な企画の検討
３．具体的活動
　①誕生日記念祝(会員・配偶者)　②結婚記念日祝　③入会記念日祝　④ガバナー公式訪問歓迎家族懇親会
　⑤家族懇親会　⑥年男・女　1月第1例会　⑦その他

プログラム委員会
委員長　　　河合　隆
委　員　　　副委員長：堀越 恒夫
事業計画
１．会長方針の例会形態・内容の刷新に適う卓話を基本に計画する。

２．ロータリー特別月間には第２例会を当て、各委員会で卓話を企画してもらう。
３．第１例会は会長卓話、誕生祝及びロータリーの友の紹介をメーンにする。
４．結婚祝いは第２例会日とする。
５．夜の例会は時季に適った卓話を計画する。
６．毎週報に次回例会予定プログラムを掲載する。
７．新会員を含め会員の卓話の機会を多くする。

委員長所見
当委員会は基本的に例会卓話の充実を図ることにつきます。そのため、
①会員同士が一層知り合えること
②ロータリーを理解させるもの
③広く各業界や地域社会を知り、奉仕活動の資料となりえるものなど、ロータリーの目標である親睦と奉仕を促進
させる卓話が奨励されています。
このためには外来者の講師より会員の卓話の方が効果的です。よって、各委員会毎に最低年１回は卓話をお願い

したいと思っています。内容は、委員会の活動・解説、各委員の職業、趣味、経験談等があろうかと思います。（ロータ
リー入門書抜粋）
　以上を念頭に充実したプログラムを企画していきたいと思います。

クラブ会報委員会
委員長　　　菊池 信子
委　員　　　副委員長：井坂 圭一　　大内 美幸
事業方針
　土浦ロータリークラブの活動記録として、正確・読みやすい週報を発行する。
会長計画にもあるように全体の刷新を掲げております。会報は小倉会長自ら１ページ目に手を加
えイメージを変えました。かるたは土浦市に関係する土浦市子ども会育成連合会が制作したものを
使用しました。

事業計画
１．各委員会との協力をいただき、原稿依頼・事業計画・活動・報告の掲載
２．卓話の内容、趣旨が写真だけではわかりにくかったところをもう少し工夫する。
３．写真・イラスト等の利用で土浦ロータリークラブらしい和やかな雰囲気と同時に活発な活動を伝える。

雑誌・広報委員会
委員長　　　富田 裕一
委　員　　　副委員長：久恒 浩史　　平島 隆之（Cico）
事業計画
１．情報の宝庫であるRI指定雑誌「ロータリーの友」の内容を毎月、発効日以降直近例会で紹介し、
ロータリーの理解を更に高める。

２．会員企業の中の 新聞・テレビ放送の紙面、番組においてロータリーに関する情報を公開し、一
般の人々への理解と支援を促し、公共イメージを高める。又地域の記者クラブを有効に活用す
る。

３．会員増強委員会と協力し　前述2を通じて新入会員勧誘促進に寄与する。
４．クラブホームページの更なる充実を図る。

委員長所見
「ロータリーの友」を通じて会員の皆様にロータリークラブの情報をお伝えし、日本国内及び諸外国のロータリーの
現状や魅力を認識頂きたい。
　また、ロータリーの情報を対外に発信し、市民の皆様にもロータリークラブをより理解していただくように努め、認
知度の向上を行いたい。

国際奉仕委員会
委員長　　　中島　賢一
委　員　　　副委員長：廣瀬 昭雄　　菊池 信子　　高橋 宏成　　高島 一徳
事業計画
本年度は、国際奉仕事業の活動そのものより、来年度以降の土浦R.C.独自の国際奉仕活動のベース

を構築することに重点を置きたいと考えました。
１．土浦RC独自の国際奉仕を行うにあたり、国際的な情報の共有、呼びかけを行う発信ツールの開発費用。
２．台湾陽明クラブへの訪台団の持参土産代、その他予期せぬ寄付代など。
委員長所見
　私は、国際奉仕活動を行う上で、まず国際的なコネクションを持つことが必要だと考えました。

　そこで、土浦ロータリークラブによる国際的な情報共有、発信ツールとしてインターネットホームページに
世界中のロータリアンが自由に発言できるフォーラムを立ち上げます。

　たくさんのクラブが利用すれば、さらに情報の価値も引き上がり、価値がある奉仕活動へと繋がっていく可
能性があると信じています。

　構想を練っていく中で、色々な課題や運営上の問題点などを洗い出し解決していく時間も必要です。
　デザインやコンテンツの作成でプロの力を借りることも必要です。
　来年からの本運用に向けて、本年度はその準備に時間とお金をかけたいと考えています。
　可能であれば私自身 複数年にわたり、この事業に関わっていきたいと考えています。

審議事項
１．新入会員 入会承認の件
次の方の入会が承認された。
・櫻井　裕之　氏　普通銀行（常陽銀行 土浦支店）
推薦者：小倉 史義、大槻 利夫
※先月退会した、飛田　博 会員の後任

第１回 臨時理事会報告　2016年7月14日㈭
於：ローブ　1階会議室


